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原
発
の
電
気
は
高
い

　

政
府
や
大
手
電
力
会
社
は

「
原
発
の
電
気
は
安
い
」
と

言
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
燃

料
費
な
ど
発
電
コ
ス
ト
だ
け

を
比
較
し
て
の
こ
と
。
原
発

に
は
非
常
に
特
殊
な
保
護
政

策
が
あ
り
、
実
際
に
は
、
莫

大
な
建
設
費
や
立
地
交
付
金
、

事
故
対
策
費
な
ど
政
策
費
と

呼
ば
れ
る
コ
ス
ト
を
含
め
る

と
、
燃
料
費
の
高
い
火
力
発

電
よ
り
も
原
発
の
方
が
高
く

な
る（
図
１
）。

　

原
発
は
運
転
終
了
後
も
廃

炉
や
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の

経
費
が
超
長
期
に
亘
り
嵩
ん

で
い
く
。
さ
ら
に
事
故
が
起

き
る
と
、
そ
の
費
用
は
莫
大

な
も
の
に
な
る
。

原
発
事
故
の

コ
ス
ト
は
青
天
井

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
事
故
か
ら
６
年
が
経
っ
た

現
在
、
経
済
産
業
省
の
試
算

に
よ
る
と
事
故
コ
ス
ト
は
20

兆
円
以
上
と
見
込
ま
れ
て
い

　グリーンコープは、原発のない社会の実現に向けて、自然エ
ネルギーによる発電所建設と電気の小売り事業を進めていま
す。その中で、電力や原発の世界にある様々な問題が見えてき
ました。

・原発のコストを「総括原価方式」により電気料金として国民が負担し
ている
・電気料金の３分の１を占めるとされる「託送料金」にも原発の費用が
含まれているのではないか

などです。これらは、原発フリーの電気を供給するグリーン
コープにとっても大きな問題です。
　多くの問題をはらむ原発のコストや電気料金のしくみを知
るため、経済学が専門の大島堅一さんを講師に招き、学習会を
開催しました。
　冒頭の挨拶で、共同体代表理事の熊野千恵美さんは、「この
ような問題を見過ごしていては、脱原発運動を進めることが
できません。講演を聞いて、子どもたちの未来のために私たち
に何ができるのか、一緒に考えていきましょう」と、力強く訴え
ました。
　学習会の要旨を伝えます。

講　師

大島 堅一さん

グリーンコープでんきの契約件数
グリーンコープの各県生協の取り
組みにより、これまでにエリア全体
で3,251件の契約を達成してい
ます（5月15日現在）。

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
廃

炉
費
用
や
賠
償
費
用
、
除
染

の
費
用
が
さ
ら
に
増
大
す
る

見
通
し
だ
。
加
え
て
、
燃
料

デ
ブ
リ
の
処
分
費
用
や
帰
還

困
難
区
域
の
除
染
な
ど
試
算

に
含
ま
れ
て
い
な
い
費
用
も

発
生
し
、
は
る
か
に
膨
大
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

福
島
原
発
の
事
故
を
教
訓

に
、
原
発
を
稼
働
さ
せ
る
た

め
に
は
よ
り
厳
し
い
安
全
対

策
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
で
、
再
稼

働
時
の
原
発
コ
ス

ト
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
く
な
る
。

ま
た
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
中
の
高

速
増
殖
炉
、
核
燃

料
再
処
理
工
場
は
、

兆
単
位
の
資
金
を

投
入
し
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
泥

沼
化
。
国
は
原
発

を
再
稼
働
し
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
を
継

続
す
る
意
向
だ
が
、

さ
ら
に
大
き
な
負

脱原発社会の
実現のために

もっともっと参加を
呼びかけて
いこう！

原発の電気が一番安いと言われる理由
原発のコストや
総括原価方式のからくりを知ろう

担
を
国
民
が
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

原
発
事
故
の
コ
ス
ト
を

誰
が
負
担
し
て
き
た
か

　

世
界
的
に
環
境
問
題
の
費

用
は
「
汚
染
者
負
担
原
則
」

が
貫
か
れ
て
い
る
。
国
の
負

担
と
す
る
と
事
業
者
が
汚
染

対
策
を
し
な
く
な
り
、
汚
染

が
起
き
た
際
に
国
民
の
負
担

と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

そ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
福
島

第
一
原
発
事
故
の
コ
ス
ト
は

当
然
東
京
電
力
が
支
払
う
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
原
発
だ
け
は
例

外
で
、
福
島
第
一
原
発
の
事

故
コ
ス
ト
は
汚
染
者
負
担
に

な
っ
て
い
な
い
。
事
故
直
後
、

当
時
の
政
権
は
、
被
災
者
で

は
な
く
、
汚
染
者
で
あ
る
東

京
電
力
を
支
援
・
救
済
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
長
期
に
及

ぶ
莫
大
な
事
故
コ
ス
ト
は
日

本
一
の
電
力
会
社
で
あ
る
東

京
電
力
で
も
支
払
え
ず
、
破

綻
し
て
し
ま
う
と
い
う
理
由

か
ら
だ
。
結
局
、
電
気
料
金

や
税
金
と
い
う
形
で
、
国
民

が
事
故
費
用
を
負
担
し
て
き

た（
図
２
）。

※

原
子
炉
の
事
故
で
溶
け
落
ち
た

核
燃
料
に
原
子
炉
構
造
物
が
混

ざ
り
冷
え
て
固
ま
っ
た
も
の

２
面
に
つ
づ
く

龍谷大学政策学部教授。専
門は環境経済学、環境・エネ
ルギー政策論。2011年の福
島第一原発事故後、経済産
業省総合資源エネルギー調
査会基本問題委員会委員ほ
かを務める。最近は再生可
能エネルギーの普及政策に
力を注いでいる。
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電力自由化と原発、エネルギー

か
さ

※
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発電コスト 政策経費 事故コスト 合計
原子力 8.5 1.7 3.1 13.3
火力 9.9 0.0 - 9.9
水力 3.9 0.0 - 3.9
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電
力
自
由
化
に
よ
っ
て

変
わ
る
仕
組
み

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以

前
は
、
電
力
供
給
を
安
定
さ

せ
経
済
的
に
も
利
が
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
大
手
電
力
会

社
が
電
力
の
小
売
り
を
独
占

し
て
き
た
（
特
別
高
圧
と
高

圧
電
力
を
除
く
）。
し
か
し

原
発
事
故
が
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
を
進
ま
せ
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
２
０
１
６
年
４
月

に
電
力
の
小
売
り
が
全
面
的

に
自
由
化
さ
れ
た
。
伴
っ
て
、

２
０
２
０
年
４
月
を
目
処
に

「
総
括
原
価
方
式
」
に
よ
る

電
気
料
金
の
撤
廃
、
発
送
電

の
分
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
電
気
料
金
は

「
総
括
原
価
方
式
」
に
よ
り

全
て
の
原
価
と
保
障
さ
れ
た

利
益
を
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
料
金
体
系
は

一
般
の
企
業
で
は
あ
り
得
な

い
も
の
。
原
発
を
持
つ
電
力

会
社
は
、
い
く
ら
原
価
が
か

か
っ
て
も
電
気
料
金
と
し
て

徴
収
で
き
る
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、「
総
括
原
価
方

式
」
が
撤
廃
さ
れ
自
由
競
争

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
原

発
の
コ
ス
ト
を
電
気
料
金
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
（
図
３
）。
そ
こ
で

国
や
大
手
電
力
会
社
が
目
を

つ
け
た
の
が
託
送
料
金
（
送

配
電
の
料
金
＝
送
電
線
使
用

料
）
だ
。

　

発
電
と
小
売
の
料
金
は
自

由
競
争
と
な
る
が
、
託
送
料

金
だ
け
は
地
域
や
発
電
の
種

類
に
よ
り
差
を
つ
け
な
い
た

め
に
「
総
括
原
価
方
式
」
が

残
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

国
や
大
手
電
力
会
社
は
、
原

発
事
故
の
損
害
賠
償
費
用
と

一
般
の
原
発
の
廃
炉
費
用
を

託
送
料
金
に
転
嫁
し
、
原
発

の
電
気
を
使
用
し
な
い
新
電

力
事
業
者
か
ら
も
回
収
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
託
送
料
金
は
本

来
、
送
配
電
に
関
す
る
費
用

を
回
収
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
託
送
料
金
は
税
と
違

い
料
率
・
使
途
と
も
に
国
会

の
審
議
の
対
象
と
な
ら
ず
透

明
性
も
な
い
。
託
送
料
金
や

原
発
事
故
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
国
会
の
場
で
議
論
す

べ
き
で
あ
り
、
託
送
料
金
の

名
目
で
原
発
の
コ
ス
ト
を
国

民
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。

電
力
自
由
化
後
も

原
発
事
故
の
費
用
負
担
は

や
は
り
国
民
に

　

電
力
自
由
化
後
の
東
京
電

力
の
事
故
費
用
負
担
に
つ
い

て
国
と
有
識
者
で
検
討
さ
れ

た
案
で
は
、
東
京
電
力
が
16

兆
円
と
い
う
費
用
の
大
部
分

を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際

は
、
賠
償
・
除
染
・
中
間
貯

蔵
に
つ
い
て
の
費
用
は
国
が

負
担
し
、
東
京
電
力
が
負
担

す
る
の
は
事
故
を
起
こ
し
た

原
発
の
廃
炉
費
用
の
み
（
図

４
）。

　

賠
償
費
用
の
原
資
の
一
部

は
「
過
去
分
」
と
し
て
託
送

料
金
に
含
め
て
国
民
か
ら
回

収
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
過

去
分
」
と
は
、
万
一
の
事
故

に
備
え
て
上
乗
せ
し
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
賠
償
費
用
を
過

去
の
電
気
料
金
に
反
映
さ
せ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
新
電

力
に
切
り
替
え
た
利
用
者
か

ら
も
過
去
に
遡
っ
て
徴
収
す

る
と
い
う
考
え
。
こ
れ
は
後

付
け
の
屁
理
屈
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

　

ま
た
、
除
染
費
用
の
原
資

は
株
式
売
却
益
で
東
京
電
力

の
利
益
で
は
な
く
、
国
が
財

源
を
負
担
し
て
い
る
原
子
力

損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機

構
の
も
の
。
東
京
電
力
の
負

担
は
な
い
。

　

東
京
電
力
が
負
担
す
る
と

い
う
廃
炉
費
用
も
、
原
資
の

一
部
は
託
送
料
金
の
利
益
部

分
で
あ
り
、
結
果
的
に
東
京

電
力
エ
リ
ア
の
利
用
者
が
電

気
料
金
と
し
て
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
案
が
こ
の
ま
ま
国
会

で
承
認
さ
れ
る
と
、
法
制
化

さ
れ
て
し
ま
う
。
電
力
自
由

化
後
も
、
原
発
事
故
コ
ス
ト

を
負
担
す
る
の
は
国
民
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

原
発
延
命
策
が

再
エ
ネ
の
拡
大
を
阻
害

　

日
本
で
は
、「
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
」
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
原
子
力
を
優
先
的

に
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
太
陽
光
や
風
力
発
電
は

優
先
順
位
が
低
く
、
電
力
消

費
の
多
い
時
間
帯
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い(

図
５)

。

　

ま
た
、
送
電
線
の
利
用
は

容
量
に
限
り
が
あ
る
が
先
着

優
先
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
稼
働
し
て
い
な

く
て
も
原
子
力
の
電
気
の
容

量
が
確
保
さ
れ
、
後
で
参
入

し
た
太
陽
光
や
風
力
発
電
が

入
る
余
地
は
少
な
い
。
送
電

線
の
権
利
を
握
る
大
手
電
力

会
社
は
独
自
に
接
続
可
能
量

を
設
定
し
て
お
り
、
特
に
太

陽
光
発
電
は
燃
料
費
が
か
か

ら
ず
経
済
的
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
出
力
抑
制
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

ド
イ
ツ
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
先
進
国
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
優
先
的
に
利

用
す
る
た
め
、
電
力
需
要
が

少
な
い
時
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
供
給
の
１
０
０
％

を
賄
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

日
本
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

は
圧
倒
的
に
遅
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

原
発
に
未
来
は
な
い

　

原
発
の
コ
ス
ト
が
高
く
、

稼
働
し
て
い
な
く
て
も
電
力

不
足
に
陥
る
こ
と
が
な
い
と

分
か
っ
た
今
、
原
発
は
先
細

り
で
未
来
が
な
い
と
の
認
識

は
、
大
手
電
力
会
社
も
共
通

し
て
い
る
（
図
６
）。
と
こ

ろ
が
当
面
の
利
益
確
保
の
た

め
、
国
や
大
手
電
力
会
社
は

原
発
の
延
命
策
を
講
じ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
制

し
て
い
る
。
し
か
も
原
発
事

故
コ
ス
ト
を
本
来
負
担
す
べ

き
東
京
電
力
で
は
な
く
国
民

に
押
し
付
け
、
東
京
電
力
を

救
済
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ど
の
世
論
調
査

を
見
て
も
、
原
発
再
稼
働
に

は
反
対
意
見
が
多
数
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
者

も
急
速
に
増
え
て
お
り
、
今

後
経
済
的
に
も
パ
ワ
ー
を
持

つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

図3発送電分離の考え方

今後10年間における各電源別の設備利用率の試算
小売電気事業者の「調達先未定」分に対する将来の各電源の稼働が反映されていないことや、
本年の供給計画では、原子力発電が、一部を除き「未定」（=「ゼロ」）となっていることに留意が必要。

図4

図5

※中間貯蔵施設（国費）、除染（株式売却益）の枠組みはそのまま。（1面・図2参照）
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出所：電力広域的運営推進機関第2回評議会資料（2016年6月24日）
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